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研究志向の修士課程、実学志向の専門職課程の差が顕著
学問のさらなる探求が67%だが、就職の意志なしも 18.3%に

早稲田を選んだ理由………"……………………………………̈ "…・ ①
専門分野と指導教員が選択の基準。一部研究科では不本意入学者も
早稲田卒を基準にするのが41.2%、 専門分野の合致も41.2%で 、指導教員は35.5%

満 足 度
研究指導方法は満足度高いが、
カリキュラム、設備には不満あり
満足との回答が研究指導方法でフア4%、 授業カリキュラムと設備で62.7%
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修士課程は近親者の支援が基盤、

博士課程では仕事と研究の両立が課題に
大学院学生の家計

修士課程では近親者からの支援が65.6%、

博士課程では自分の仕事が56.4%
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大学院学生の家計の基盤

について尋ねたところ、全

体 としては「近親者 (親・

配偶者など)か らによる何

らかの支援」が回答の 6割

に達 してお り、ついで「現

在 の就業 に よる収入」 と

「奨学金」が4割近 くになっ

ています。学生個人だけで

家計を支えることは相当困

難な状況にあることが伺え

ます。

課程別でみると、修士課

程学生は「近親者 (親 。配

偶者など)か らによる何ら
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現在の就業
による収入 株式・不動産など

かの支援」が65.6%と 他の課程 より10ポ イ ン ト以

上高い数値が出てお り、生活基盤を近親者に依存

している状況が顕著です。一方、博士課程学生は

「現在 の就業 による収入」 とい う回答が56.4%に

達 してお り、半数以上が仕事か研究いずれかを片

手間にせ ざるを得ない状況です。

グラフには示 していませんが、研究科別にみる

374

225

06

本人の預貯金、 奨学金 近親者(親・配偶者
など)か らによる

何らかの支援

その他

と、ファイナンス研究科は「現在の就業による収

入」が90.9%に 達 してお り、専門職大学院として

の専門性や独 自性が示 されています。 また法務研

究科では「現在の就業 による収入」が15.3%に 留

まってお り、司法試験 に向けて勉学に専念 してい

る様子が伺えます。
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として るものは ですか ?の の

「現在の生活の糧 (金銭面)と して該当するものは何ですか? 課程別

「

現在の就業による収入

「

本人の預貯金、
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▼

へは学部から直接、

専門職課程へは就業体験経由が多数
入学までの

キャリア

入学までのキャリアについて、課程別 。研究科

別にみてみると、修士課程学生は当然なが ら「学

部卒業後その まま入学」が80.7%と 8割以上 にな

っています。特 に理工学研究科および新設の基幹・

創造・先進の各理工学研究科の場合、9割前後の

入学者はそのまま学部か ら進学 しています。それ

に対 して 日本語教育研究科は、「学部卒業後その

まま入学」が14.3%に 留 ま り、「入学前 に就いて

いた仕事 を退職 した上で入学」が57.1%に達 して

いるという特徴を示していました。これは一度職

業体験を積んだ上で、職業上の専門性を高め、キ

ャリアアップを図るという独立大学院の特質を帯

びていることを示唆しています。

博士課程学生は「大学院修了後そのまま入学」

597

修士課程へは80.フ %が 学部から直接進学。

専門職課程では44.2%に留まる。

が53.0%と 半数 を占め、 さらに「入学前 に就いて

いた仕事 を退職 した上で入学」が18.0%と なって

お り、金銭的問題 と研究活動 との両立の困難 さを

示唆 しています。

一方専門職課程学生は「学部卒業後そのまま入

学」が44.2%に 留 ま り、「入学前 に就いていた仕

事 を退職 した上で入学」が18.6%と なってお り、

やは り社会体験 を一定程度経由した上で専門職課

程の大学院に進学 している学生が多いことを示唆

しています。特にファイナ ンス研究科は「学部卒

業後その まま入学」が4.5%に留 まってお り、職

業体験の必要性 。重要性が顕著に現れているよう

です。 【『＋．相一一院学生について体全 109 111 3891
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(306人 )

博 士 課 程
(100人 )

専門職課程
(113人 )

807 65
| |   |
012.61  ′́ノ

| 1 /
」_」/

150 53.0
／
　
　
　
一

―
―

ヨ

二

０
　
　
一　
フ

５
　
　
二

442 265
２
　
入
学
ま
で
の
キ
ャ
リ
ア
　
　
　
６３

(%)

POl‖ TQ≦ンD

までのキャリアについて該 するものを選択 してください。

□ 大学院修了後そのまま入学

■ 入学前に就いていた仕事を退職した上で入学

□ その他

□ 入学前に就いていた仕事を続けたまま入学

■ 定年退職後に入学

20 40 60 100

72

80 180

27186

□ 学部卒業後そのまま入学

日 転職と同時に入学

□ 入学前に就いていた仕事を休職して入学

80



研究志向の修士課程、

実学志向の専門職課程の差が顕著
大学院の受験理由

大学院に進学 しようと考えた理由については、

全体 として「学部で学んだ学問をさらに探求した

い」という回答が67.0%と 突出してお り、さらに

「学位を取得する」 という回答 も43■ %に達 して

います。

個別に傾向を見てみると、専門職課程で「学部

で学んだ学問をさらに探求したい」という回答は

34.5%に留 まる一方、「国家資格を取得する」が

61■ %に、「現在の仕事においてスキルアップを

図る」も31.9%に達 しています。専門職課程では

学問そのものの探求よりも、今後の職業選択やそ

のための資格取得に特化 した教育課程が提供 さ

れ、またそれを目指して学生が集まっているとい

う特徴が顕著に見られます。当然ながら、法務研

究科と会計研究科はいずれもほぼすべての回答者

が「国家資格を取得する」と回答しています。

学問のさらなる探求が67q%bだが、

就職の意志なしも18.3ワらに

それに対 して、修士課程では「学部で学んだ学

問をさらに探求 したい」 という回答が79.0%に達

してお り、主たる目的が学問研究 となっていると

ころが特徴 といえそうです。一方で、「就職する

意志がなかった」 (22.0%)、 「就職で きそうにな

かった」 (7.9%)と いう回答も専門職課程の学生

と比較 して有意に多 くなっており、キャリア開発

という視点で修士課程を再度見直していく必要性

も示されているようです。

なお、博士課程の学生は「大学教員をめざして

いる」が62.4%、 「研究所、シンクタンクをめざし

ている」が37.6%と 、他の課程と比較 しても突出

して多 くなっています。修士課程から博士課程ヘ

の進学にあたり、相当な覚悟が依然として必要で

あることが伺われます。
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一部抜粋 *回答の多い主な研究科・主な項目

法学研究科 (48人 )

教育学研究科 (63人 )

所属箇所別

824 176

778 16.7

文学研究科 (142人 )

理工学研究科 (209人 )

人間科学研究科 (66人 )

社会科学研究科 (43人 )

アジア太平洋研究科 (66人 )

国際情報通信研究科 (44人 )

日本語教育研究科 (47人 )

情報生産システム研究科 (111人 )

ファイナンス研究科 (53人 )

法務研究科 (107人 )

会計研究科 (34人 )
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匡ヨ 学部で学んだ学問をさらに探究したい
匡爾 就職する意志がなかった
■目 大学教員をめざしている
!■国1研究所・シンクタンクをめざしている
■■ 今後の転職に活かす
■■ 学位を取得する
■■ その他

目■ 学部で学んだ学問とは違った分野の学問を学びたい
匡コ 就職できそうになかった
圧コ 小 。中・高教員をめざしている
■■ 現在の仕事においてスキルアップを図る
匡ヨ 国家資格を取得する
国囲 特に目的はない
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専門分野と指導教員が選択の基準。
一部研究科では不本意入学者も

早稲田を

選んだ理由

大学 院進学 にあた って早

稲 田大学 を選択 した理 由 と

しては、「自分の志望する専

門分野があった」 と「学部 40
が早稲 田大学だったか ら」

が41.2%、 「教 わ りたい指導 30

教員がいた」が35.5%と 回答

者の割合が高 くなってお り、 20
その他の項 目はいずれも2割

未満となっています。    10
課程別に見てい くと、修

士課程は「学部が早稲 田大  ~
学だったから」が50.5%と 特

に高 くなってお り、学部の

延長上に修士課程が存在 し

早稲田卒を基準にするのが41.2%、
専門分野の合致も41.2%で 、指導教員は35.5%
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無
回
答

ていると理解 されているよ       
′‐

うです。博士課程では「教わりたい指導教員がい

た」が51.0%に達 してお り、特に高度な研究を受

けることを考える場合には、組織 (大学)以上に

人 (教員)が重要になっているようです。

専門職課程の場合、「学習環境、設備が優れて

いると思った」が26.5%と 他の課程よりも有意に

高 くなってお り、早稲田というネームバリューが

効いているのかもしれません。

10

自
宅
に
近
い

ただし、「希望 した大学院に入れなかった」と

いう回答が法務研究科のみ22.4%と 高い数字を示

していました。その他の専門職課程では不本意入

学者はほぼ存在しないようですが、修士課程・博

士課程の研究科では不本意入学を示唆する回答

が5%近 くに達するところもあるようです。こう

した学生に対してどのようなケアが可能であるの

か、慎重に検討 していく必要がありそうです。
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こあたり、 課程別

修士課程 (531人 )

331 12.8

博士課程 (181人 )

19051 0

専門職課程 (203人 )
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■自分の志望する専門分野があった
■希望した大学院に入れなかった
■学費などの費用面で

□教わりたい指導教員がいた
□社会的評価が高い
■学部が早稲田大学だったから

□学習環境。設備が優れていると思った

隕親・先輩・知人の勧め
■自宅に近い

圏早稲田大学の伝統や雰囲気に憧れて

■教員の勧め

■その他
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satisfaction

研究指導方法は
カリキュラム、

い

満 足 度

研究指導方法、授業カリキユラム、設備につい

て満足度を4段階で尋ねてみました。それぞれ下

記グラフのような結果となり、全体としては満足

度が高いものの、特に設備については不満という

回答が多 くなっており、授業カリキュラムもあま

り満足度が高 くない様子が伺われます。

研究指導方法と授業カリキユラムについては、

いずれも満足度が高いか、いずれも低いかに分か

満足 している

研究指導方法

授業カリキュラム

設  備

0

満足との回答が研究指導方法で77.4%、
授業カリキュラムと設備で62.7%

れるといった傾向が見 られます。なお、課程別で

はほとんど違いが見 られませんで した。

大学改革の中で従来以上に大学院のあ り方が問

われてきています。 この満足度のデータだけでな

く本アンケー トの 自由記述欄 も参考にしなが ら、

各研究科で課題 を明 らかにし、対応策を検討 して

い く必要があるのか もしれません。

「
やや満足 している あまり満足していない 満足 していなし 無回答¬
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早稲田大学は創立125周 年を迎えるにあたり「独創的な先端研究への挑戦」、「全学の生涯学

習機関化」、「地球市民の育成」の二つの目標を掲げています。現代社会のニーズに応えるべ く
大学院教育を目指した改革では、大学院 。学部における社会人受入の入試やカリキユラムの充

実も図ってお り、本年度 4月 には「文学研究科」の再編、新たに「環境・エネルギー研究科」、
「基幹理工学研究科」、「創造理工学研究科」、「先進理工学研究科」が誕生しています。

また、社会人の学部や大学院での教育にも積極的に取 り組み、多くのカリキユラムを用意し
てきました。大学院では、社会人の経験を生かせる授業や演習も組まれています。
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